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　平成２２年度臨床研修指導医養成ワークショップが１０月２日、３日の２日間、金沢大学附属病院宝ホールで開かれました。参加者は、
金大病院協力型臨床研修病院における初期臨床研修指導活動で、各病院・施設の中心的役割を担う臨床経験７年以上の指導医を対象
とし、４８人が集いました。ワークショップは、現場での事例研究や研修医との意見交換など７つのテーマで行われ、金大病院卒後臨床
研修センターの吉崎智一氏ら９人の講師とともに、グループ討論と発表を行い、研修医確保と指導体制の確立に向け、それぞれの悩み
や課題対応の方策を活発に話し合いました。

研修医確保と指導体制の充実を目指し、金沢大学附属病院で指導医ワークショップが開かれました。

指導医ワークショップ
主催：石川県地域医療支援センター／共催：金沢大学附属病院

開会に先立ち挨拶
する石川県地域医
療支援センターの
富田勝郎理事長

研修医と意見交
換。彼らの現状
や考えに理解も

グループ討論では経
験を交えながら真剣
に意見を出し合う

ワークショップの講師陣

２日間の日程を終え
て、参加者に修了
証書が手渡された

■第２日／平成２２年１０月３日（日）
⑤「初期研修と医療安全」　寺澤秀一
⑥「卒後臨床研修とER教育」　寺澤秀一
⑦「研修医との意見交換」　山下竜也、砂子阪 肇、伊藤直子

■第１日／平成２２年１０月２日（土）
①「研修医のストレス」　吉崎智一、石川紀彦
②「困った研修医への対応」　伊藤真人、谷口 巧
③「オンザジョブトレーニング」　谷口 巧、砂子阪 肇
④「初期研修における教育法」　松村正巳

プログラム



PLS:Plenary session　全体セッション（発表）
SGD:Small Group Discussion　グループ討論
D:Director　講習会主催責任者
CTF:Chief Task Force　講習会世話人チーフ
TF:Task Force　講習会世話人
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県立中央病院、建て替えへ始動。

❶施設の老朽化
❷施設の狭隘化
❸動線拡張の限界
❹高度医療の提供に資する新たな施設の確保

県立中央病院の建て替えの必要性

川県は県立中央病院の建て替えに向け、基本構想の
協議に入りました。

　これまでに「新県立中央病院整備検討委員会」が２回開催さ
れ、現在の施設の建て替えの必要性や、現在地での建て替えに
ついて、意見が一致しており、今後さらにソフト・ハードにわたる
新病院のコンセプトや担うべき医療機能などについて議論を重ね、
来年秋を目途に基本構想を策定します。その後、基本設計、実
施設計を経て工事に着手、完成まで６～７年を要する見通しです。
　現在の県立中央病院は築後３０数年を経過し、全国の県立中
央病院や県内の公立病院と比べて、最も古い部類となっています。
これまで、施設の増築・改修によって診療部門や検査部門など
の拡充を図ってきましたが、老朽化・狭隘化の問題は、増改築
の手法では、もはや対応に限界がきており、加えて、施設の増
築を重ねた結果、院内の動線が長くなり、効率の悪い状態となっ
ています。
　県立中央病院は、ＭＲＩやＰＥＴ- ＣＴ装置といった高度医療
機器を導入するとともに、県下全域を対象として、リスクの高い新
生児や母体に対応する周産期医療、急性心筋梗塞や脳卒中など
の重篤な救急患者に対応する救命救急医療、今後さらに患者の
増大が見込まれるがん医療などを中心に、より高度な医療を提供
していくため、建て替えが必要と判断されました。
　新病院整備検討委員会は石川県と医療機関、関係団体、住
民の代表らで構成されており、新病院のコンセプト等について協
議を詰め、今後、プロポーザル方式により病院運営に精通した事
業者を選定、関係業務を委託する予定となっています。

石

　　第１日　平成２２年１０月２日（土）
時　間 内　容 形　式 担　当 備　考

8:30-9:00 受付

9:00-9:05 開会、理事長挨拶 D,CTF

9:05-9:20 写真撮影 CTF

9:20-9:30 オリエンテーション D

9:30-10:00 30 自己紹介（研修コメント） D

ワークショップ 1　「研修医のストレス」吉崎智一、石川紀彦

10:05-10:20 15 プレゼンテーション PLS

10:20-11:20 60 グループ討論 SGD CTF,TF

11:20-12:25 65 発表、まとめ PLS

12:25-13:05 昼　食

ワークショップ 2　「困った研修医への対応」伊藤真人、谷口 巧

13:05-13:25 20 プレゼンテーション PLS

13:25-14:15 50 グループ討論 SGD CTF,TF

14:15-15:15 60 発表、まとめ PLS

15:15-15:25 休　憩

ワークショップ 3　「オンザジョブトレーニング」谷口 巧、砂子阪 肇

15:25-15:40 15 プレゼンテーション PLS

15:40-16:30 50 グループ討論 SGD CTF,TF

16:30-17:25 55 発表、まとめ PLS

17:25-18:05 夕　食

ワークショップ 4　「初期研修における教育法」松村正巳

18:05-19:05 60 プレゼンテーション PLS

19:05-19:35 30 質疑、討論 PLS

　　第２日　平成２２年１０月３日（日）
時　間 内　容 形　式 担　当 備　考

ワークショップ 5　「初期研修と医療安全」寺澤秀一

8:30-9:00 30 プレゼンテーション PLS

9:00-9:55 55 グループ討論 SGD CTF,TF

9:55-11:05 70 発表、まとめ PLS

11:05-11:15 休　憩

ワークショップ 6　「卒後臨床研修とER教育」寺澤秀一

11:15-12:15 60 プレゼンテーション PLS

12:15-12:45 30 質疑、討論 PLS

12:45-13:25 昼　食

ワークショップ 7　「研修医との意見交換」山下竜也、砂子阪 肇、伊藤直子

13:25-13:55 30 プレゼンテーション PLS

13:55-14:55 60 グループ討論 SGD CTF,TF

14:55-16:05 70 発表、まとめ PLS

16:05-16:15 休　憩

16:15-17:15 60 感想、意見交換 PLS D

17:15-17:35 修了証授与、閉会式 D

指導医ワークショップ日程表

　８月１９日、２６日に「地域医療研修 ｉｎ 能登２０１０」と銘打って、
平成２１年より金沢大学に新設された「特別枠」の医学生で、１泊
２日の能登北部４病院での研修を行いました。この「特別枠」の
学生たちは、将来、石川県の地域医療を担う医師として期待され
ている学生たちです。夏休みにも関わらず、昨年度と本年度の「特
別枠」の学生１５人中１３名が参加しました。 
　研修先は、８月１９日が市立輪島病院、公立宇出津総合病院、
８月２６日が珠洲市総合病院、公立穴水総合病院で、各病院へ４
つのグループに分かれての研修となりました。今回の研修は、彼ら
に将来自分たちが関わる地域医療とその地域を実際に体験してもら
い、地域医療への関心を高めてもらう目的のものです。
　施設ごとで研修プログラムは異なるものの、病院施設見学、診
療見学、往診見学や講義といった研修を２日間で行いました。
　研修が終わった学生たちからは、「思った以上に施設が新しいと
思った」、「先進医療と比べて劣っていないと感じた」、「患者さんの
訴えと診察だけで診断と治療をしなければならないので高い技術が

特任教授　山下竜也

金沢大学大学院　医学系研究科
地域医療教育学講座

能登北部の医療を体感。
金沢大学医学類 特別枠１、２年生が宿泊研修

「地域医療研修」の パンフレットができました。
石川県内で地域医療研修を実施している病院を紹介するパンフレッ
トの第一弾ができました。今号は「へき地医療」の拠点である能登、
加賀地区の５病院を取り上げ、病院長らのメッセージとともに病院
の概要、指導体制や目標、研修スケジュールなどがまとめられてい
ます。自然・食など地域の魅力や住民の声を盛り込み、病院の外
側からも特長が理解できる内容になっています。今後、順次続号を
発行し、地域医療研修に役立つ情報を提供する予定です。

●発行：金沢大学地域医療教育学講座 ／ 石川県健康福祉部地域医療推進室
●オールカラー ／Ａ４判 ／２４ページ

市立輪島病院、珠洲市総合病院、公立宇出津総合病院、公立穴水総合病院、　公立つるぎ病院掲 載 病 院

地域医療研修 能登in 2010

必要と感じた」、「往診見学で、医療以外の経済的、社会的な問題
もあることがわかった」などの感想がありました。
　医学類に入りたての１年生、２年生ですが、さすが「特別枠」の
学生として地域医療に関心があることがうかがわれ、予想以上に「地
域医療」の現状と問題点など吸収してくれ、大変有意義な研修になっ
たと感じています。
　今後、それぞれの学年に合わせこのような「地域医療」に関する
研修を計画していく予定です。また、「特別枠」の学生だけではなく、
その他の学生にも参加してもらえるような研修も考えています。
　最後に、今回の研修に協力いただきました病院の先生方はじめ
関連の方 に々改めて感謝申し上げます。



安全で良質な
地域医療の
確保へ。

石川県では、安全で良質な地域医療の確保を目

指して、「地域医療再生計画」に基づく医師・看

護師の確保対策や、救急・周産期医療の連携

強化、県立中央病院の建て替えに向けた取り組

みなど地域医療のさらなる充実を図っていくことと

しています。先の６月・９月補正予算で実施が決

まった主な事業を紹介します。

周産期医療提供体制の強化

医療施設の施設・設備整備支援

医療施設の耐震改修への支援

南加賀地域における糖尿病診療ネットワークの強化

新県立中央病院の基本構想の策定

県立中央病院及び金沢医科大学病院において、ＮＩＣＵの増床や必要な医
療機器を整備する。県立中央病院は９床から１２床に増床し、金沢医科大
学病院は６床整備する。

能登北部地域の公立病院における医師宿舎やＭＲＩなどの高度医療機器の
整備をはじめ、５か所に支援を行う。

地震など災害発生時に備え、二次救急医療機関に指定されている金沢西
病院、河北中央病院の耐震補強を行う。

142,012

208,067

83,000

千円

千円

千円

新生児集中治療室
（ＮＩＣＵ）の整備など

医師宿舎や
医療機器を整備

２病院の耐震補強

糖尿病診療体制を強化するため、研修会の開催など地域連携パスの普及・
改良を支援する。

5,000千円
地域連携パスの普及・
改良の支援

築後３０数年を経過した県立中央病院の建て替えに向け、整備検討委員会
を立ち上げ、高度専門医療の拠点として、建設場所や規模などの基礎調査
を実施し、新病院のあり方などを検討し、基本構想を策定する。

30,000千円（債務を含め）
整備検討委員会を
設置

救急医療提供体制の強化

南加賀地域の救急患者の受入体制を強化するため、「南加賀地域救急医
療センター（仮称）」の整備等を検討する。

県立中央病院に超高速ＣＴを整備し、救急医療の強化を図る。

1,000

250,000

千円

千円

南加賀救急医療協議会
（仮称）の設置

超高速ＣＴ
検査装置の整備

拡

医師や臨床研修医の確保に対する支援

女性医師支援センターの相談機能の強化

看護師確保対策の推進

能登北部地域を中心として、地域医療のあり方をテーマに現地での診療支
援を兼ねた実地研究を伴う寄附講座を設置する。金沢大学に５講座、金沢
医科大学に１講座を設ける。

女性医師支援センターにコーディネーターを配置し、女性医師への相談・助
言等支援体制を強化する。

能登北部地域の新卒看護師のさらなる確保を図るため、特別枠の新規貸
与者を現行の１０人から２０人に拡大する。

臨床現場に即応できる看護師を養成するため、看護師養成施設の実習器
材の整備に対して助成を行う。

地域医療ネットワーク構築に向け、脳卒中医療、認知症医療について、診療
支援を兼ねた実地研究や地域連携パスの普及・改良等の研究を支援する。

県内すべての研修医が診療の実技を修練できるシミュレーションセンターの整
備に向け、整備内容や運営のあり方を検討する。

180,000

2,000

12,000

120,000

10,000

1,000

千円

千円

千円

千円

千円

千円

寄附講座の設置

コーディネーターの配置

看護師等修学資金
貸与制度の拡充

看護師養成所等の
実習機材整備への支援

地域医療ネットワーク構築に
向けた研究等に対する助成

医学研修シミュレーション
センター整備の検討支援

看護師の定着促進と資質向上

医療の高度化・専門化に対応するため、認定看護師の資格取得を支援し、
県看護師全体の資質向上を図る。

新人看護職員と研修責任者の研修や、多様な勤務形態の導入を検討する
セミナーを実施し、看護の質の向上及び早期離職防止を図る。

子育て中の看護職員が継続して働きやすい環境を作るため、院内保育所の
設置を希望している病院に対して整備費を助成する。

9,000

19,314

10,780

千円

千円

千円

認定看護師の
資格取得への支援

新人看護職員研修に対する
支援など

病院内保育所の
施設整備への支援

６月補正予算

在宅医療連携体制の強化

県医師会が中心となって行う関係事業者の個別の連携体制に関する検討等
を支援する。

在宅歯科診療に必要なポータブルユニットやＸ線撮影装置などの機器を県歯
科医師会に整備。質の高い歯科医療で患者の療養環境を改善する。

26,800千円

医師、薬剤師等の連携による
診療体制強化に向けた検討への支援

在宅歯科診療機器の
整備支援（１０台）

5,000千円

９月補正予算
【基金の設置】

【計画を策定する医療圏】

【基金の規模】

【計画期間】

国は、地域医療再生計画の内容を認
定し、計画の実行に必要な費用を「地
域医療再生臨時特例交付金」として県
に交付。県は交付金を財源とし、基
金を設置。

「能登北部医療圏」及び
「南加賀医療圏」

５０億円　２医療圏×２５億円

平成２１年度→平成２５年度（５年間）

・人口あたりの医師数が少ない。
  医師数が減少傾向にある。
・南加賀医療圏では、救急病院が減少
  （１２か所［H15］→８か所［H21］）し、
　医療圏外への搬送が増加するなど、
  救急医療体制に課題を抱えている。

選定理由

地 域 医 療 再 生 計 画

石川県の地域医療に関する

EVENT
　石川県・石川県臨床研修推進協議会は、研修医
の地元定着を目指して「明日の石川の医療を担う若
手医師の集い」を開催します。
　今回で３回目となる若手医師の集いでは、県内の
大学病院・臨床研修病院からのプレゼンテーション、
指導医・研修医との個別相談、女性医師支援センター
の女性医師支援コーディネーターによる相談会などを
計画しています。

　日時：平成２３年２月６日　１３時～１５時３０分
　会場：ホテル金沢

　「明日の石川の医療を担う若手医師の集い」終了
後には、県医師会主催による若手医師を対象とした
イベントも計画されています。
　医学生の皆さん、是非、ご参加ください。

　石川県・石川県臨床研修推進協議会では、県内
の臨床研修病院において、指導医や病院関係者を
対象とした研修会を開催しています。
　指導医、研修医など、どなたでも参加可能ですので、
皆さん、是非、ご参加ください。

恵寿総合病院
講演テーマ：医療者のプロフェッショナルリズム
講師：東京大学医学教育国際協力研究センター教授
　　　北村 聖　先生
日時：平成２２年１１月２９日（月）１９：００～２０：３０
会場：石川県七尾美術館アートホール

浅ノ川総合病院
講演テーマ：調整中
講師：東京大学医学教育国際協力研究センター教授
　　　北村 聖　先生
日時：平成２３年１月１９日（水）１７：３０～１９：３０
会場：浅ノ川総合病院（本館３階　講義室）

城北病院
講演テーマ：卒後臨床研修と第三者評価（仮）
講師：NPO法人　卒後臨床研修評価機構
日時：平成２３年３月２６日（土）
※時間・場所については調整中です。なお、日程は現時点で
の予定ですので、変更される可能性があります。

※調整中の研修会については、下記までお問い合わせください。
石川県健康福祉部地域医療推進室　TEL：076-225-1449
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明日の石川の医療を担う若手医師の集い

臨床研修指導体制強化のための研修会
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